
第6回国際会議IFUNA平泉大会をUNESCOの世界文化遺産に登録された岩手県平泉町で開催いたします。
三浦不二夫 東京医科歯科大学名嘗教授をはじめ海外から16名の紹待講演と圏内からも多数の招待講演が

あります。機能的顎矯正治療、矯正装置、筋機能、呼服、早期治療、顎関節症といったトピックを取り上げ
ます。会期中は素晴らしい紅葉の季節です。みなさまのご参加を心よりお待ち申し上げます。

大会長 氷 室利 彦

会場:一関文化センター中ホール (岩手県関市大手町2-16TEL 01引 -21-2121)

主催:I FU NA (International Functional Associasionl主管:Oral Function Mesh Collaboration 

2012年 10月25日(木)-28日(日)

Eヨ
9:00~16:00 
16:00~ 
18:30~ 

プリコングレスコース
祝賀セレモニー(要招待)
歓迎レセプション

9:00~19:00 講演・学術展示・商社展示

平泉文化遺産センター
ホテル武蔵坊

国 19:30~ ソシアルパーティー ペリーノホテル関

臼
9:00~19:00 講演・学術展示・商社展示

19:30~ フェアウェルパーティー 蔵元レストラン世嬉の一

国
9:00~12:00 講演・学術展示・商社展示 閉会式

13:00~19:00 ポス卜コングレスコース

|プリコングレスコース
Marie DESHAYES先生
医師であり矯正歯科医で、顎顔面頭蓋の変形や不調和を改善
するために6歳以前からの矯正歯科治療に取り組んでいる。

Wilson ARAGAO先生
Aragao's Function Regulator装置によって、顎関節や口腔
周囲筋の不調和在改善するとともに岐合や呼阪機能を回復し、
姿勢の改善を図る治療法を提唱している。

|ポストコングレスコース
Brian PRESTON先生
歯科矯正学に数々の優れた業績を残し、機能的顎矯正治療や
阻咽 呼阪について研究を深めてきた。

JoseDURAN von ARX先生
呼吸や阻咽、廊下などの口腔機能の改善が不正岐合の治療に
必要であるとし、鼻呼吸や口唇閉鎖不全を改善する刺激療法
(Stimulotherapy)を蓄している。

東北新幹線東京∞一ノ関約2時間10分
いわて花巻空港 www.hna-terminal.co.jp/ 

仙台空港 www.sdj-airport.com/

l 参 一… m附附町t壮巾恥tゆ加p凶~…山a
事前参加登録 8月~日まで

歯科医師・医師・歯科技工士 MeXtIUIJ円[I;J月1日以降 ~!lIIIIIIJ円〕
歯科衛生士・助手・言語聴覚土等・大学院生・学生 円[I;J月1日以降 il:](lmIJ円〕

事務局・岐阜県可児市今渡456-1伊藤矯正歯科医院 TEL: 0574-61-1166 E-mail ・slaorth@wonder.ocn.ne.jp



三浦不=夫
{東京匡科歯科大学名沓教担)
我がライフワーク“顎口腔機能の研究"

Australia 

John FLUTTER 
(De門talSurgeon 8risbane，口ueensland)
顔面白成長と歯刊に対する筋機能の影響

Roger PRICE 
(Consultant Respiratory Physiologist) 

姿勢矯正療法・歯科学的および歯科矯正学的、睡眠状態の機能

不全における姿勢と呼吸支援の提供

Brazil ~ 

Wilson ARAGAO 
(5問 cialistin Orofacial Pain) 

機能的装置 (AFR)による偏頭痛と頭痛の治療

Canada 

Billy WILTSHIRE 
(Professor and Head 01 0代hodon!icsand Graduate Program 
Direc!or at the University 01 Manitoba) 

者しいH級不正岐告における成長修正と顎崎正外科手術聞での
治樹期間と治療成果の比較

France ~ 

Marie DESHAYES 
(lnternational Telecrane Club， Caen) 

ヒト頭蓋底の進化と乳醐列聞1顔而成長への彫響

a冨many

Barbara-Rhodes BIMLER 
(Permane川 VisitingProfessor Unive河 ity01 Havana Medical School 
Cuba) 

Bim1er'こよる治療挫の鼻呼吸の割合

.-rlm国E
Michael GORBONOS 
(President 01 IFUNA) 

国際的合意をめざして

Italy 

Cesare Lorenzo DEBERNARDI 
(Professor and Chair 01 Orthodontic Depaはment，Univ創rsity01 T urin) 

興なる矯正力負荷に対する蘭周組織の反応

Andrea DEREGIBUS 
(Professor 01 Clinical Gnathology， University 01 Turin Den!al School) 

臼歯部反対暗告と顎関節症 早期改善の重要性

Franco MAGN I 
{Adjunct Professor， Depa吋me円t01口同hodontics，School 01 Den切l
Medicine， Case West町 nReserve University (CWRU)， Cleveland， 
Dhio (U5A)) 

矯正樹科臨床で私が野むこと好まないこと

Stefano MONTAGNA 
(5岡 田 listin Orthodontics. Parma) 

固定式矯正歯科治療時の三つの機能的処置
準備のため、進行させるため、維持するため

有国債ー

Spain yノ

JoseDURAN von ARX 
(Head and Chair， Dep副 ment01 0巾 odo附 csU何時間ty01 Barcelona) 

矯正歯科における刺激療法

-盟国E
Ming-Jeaun SU 
(F，αmer president 01 Ta附 anAssociation 01 Orthodontist) 

可撤式機能的矯正装置によるアングルE級不正畦告の治療

David ARNOLD 
(American Academy 01 Gnathologic口rthopedics)
クロザットの装置.機能、気道そして成長

Sandra COULSON 
(Orofacial Myologist) 

口腔顔面筋学はもうー方の機能的療法への実行可能な補助かワ

Brian PRESTON 
(Professor and Chair， Depaロment01 0巾 。dontics，State University 
of NY at Buffalo) 

歯科矯正学のルールとは、もしあるとするなら、何か?

(ありた小児矯正歯科院長)
1歳からの暗合成育ー乳歯列反対暁告と乳樹列叢生への対応

清田充彦
(医'透人社団 夙川クリ ンタウン矯正歯科クリニック理事長)
顔面筋群や口腔内感覚の機能障害症例について

氷室利震
(Oral Function Mesh Colla回 ration代表)

ソーシャルメディア時代の矯正歯科患者の選択

伊護軍記
(メキンコ州立自治大学書員教埋}
Bimlerの爾列鉱大効果-6蹴と8熔児の比較ー

菊池百
(コスモス矯正歯科匡院長)

睡眠検査は矯正診断には必要不可矢である。

北纏征男
(北緯矯正歯科匿院長)
Biobloc治療と下顎の前方誘導

金健闘
(きむ婿正歯科クリニック院長)
ネジ付き噛み締め型アクチベータ (FKO)を用いた新たな口腔筋機能療法

の考え方

申村芳樹
(鶴見大年歯学部歯科矯正学描座数綬)
桂頭惹底の成長と下顎骨の位置関係および顎機能装置の効巣との関連性

里見置
(さとみ矯正箇科クリニック院長)

低位舌の改普法

鈴木醤鑑
(朝日大学歯学部客員教慢)
New Orthpedic Positionerを用いた上顎前突症の第一期治療

国持規能
(アリゾナAT5大学矯正科客員准数煩)
機能的顎矯正装置の治療効果のマルチモダリティによる評価

山口秀晴
(日本口腔筋働能策法研究会会長)

口腔機能典常と不正暁告との関係~医学的エピデンスを求めて~

山崎要一
(鹿児島大学大学院匡歯学総合研究科小児歯科学分野教担)
乳歯列期・混合歯列初期の峻合典常疲例の早期治療と顎口腔機能


